
国宝・重要文化財建造物の耐震対策の現況調査結果 
令和８年３月３１日現在 

１．調査対象 

① 耐震対策の対象※となる国宝・重要文化財建造物          ４，４９５棟 

② ①のうち，不特定の者が立ち入る建造物             ２，０４５棟 

③ ①のうち，世界遺産又は国宝の建造物                ６７０棟 

 ④ ③のうち，不特定の者が立ち入る世界遺産又は国宝          ３２３棟 

 （※）国宝・重要文化財建造物から小規模な建造物（延べ面積１０㎡以下，鳥居，石塔，

塀等）や土木構造物を除外 

 

２．調査結果（耐震診断・耐震補強等の実施による耐震対策の状況） 

 ① 耐震対策の対象となる国宝・重要文化財（４，４９５棟）の状況 

  Ⅰ 耐震対策が完了しているもの（ア+イ） 
 ２，９９１棟（６６．５％） 

  Ⅱ 安全性の確保が図られているもの（ア+イ+ウ） 
４，２７９棟（９５．２％） 

 

＜内訳＞ 

 ア 耐震対策が完了したもの（耐震補強を実施したもののほか，耐震診断により耐震

性が確認されたものを含む）                  ２，１７３棟 

     耐震予備診断○により完了 １，０４０棟  耐震基礎診断○により完了 １３７棟 

     耐震専門診断○により完了    ４８棟  耐震補強の実施により完了 ９４８棟 

 

 イ 対処方針（耐震補強等が完了するまでに取るべき暫定的な方策を定めたもの）に

立入制限の内容を含め，これにより人的安全性が確保されたもの    ８１８棟 

 （※対処方針により立入制限を行うものについては，耐震対策の一応の完了とみなす。） 

 

 ウ 対処方針に避難誘導等の内容を含め，これにより人的安全性の確保を図ろうとし

ているもの（イ（立入制限を内容に含めるもの）を除く）     １，２８８棟 

 

 エ 耐震対策に対処できていないもの（耐震診断未実施又は耐震診断の結果耐震補強

等の必要があるもの等で耐震補強未実施，対処方針未作成のもの）   ２１６棟 

耐震基礎診断，耐震専門診断実施中  １５棟 

診断未実施 or 診断×       ２０１棟 

内訳  耐震診断未実施   １３０棟  耐震予備診断×    ５９棟 

             耐震基礎診断×    １２棟  耐震専門診断×     ０棟   

  



② ①のうち，不特定の者が立ち入る国宝・重要文化財（２，０４５棟）の状況 

  Ⅰ 耐震対策が完了しているもの（ア） 
１，０６５棟（５２．１％） 

  Ⅱ 安全性の確保が図られているもの（ア+ウ） 
１，９７２棟（９６．４％） 

 

＜内訳＞ 

 ア 耐震対策が完了したもの（耐震補強を実施したもののほか，耐震診断により耐震

性が確認されたものを含む）                  １，０６５棟 

     耐震予備診断○により完了  ３５９棟  耐震基礎診断○により完了  ８０棟 

     耐震専門診断○により完了   １９棟  耐震補強の実施により完了 ６０７棟 

 

 ウ 対処方針に避難誘導等の内容を含め，これにより人的安全性の確保を図ろうとし

ているもの（イ（立入制限を内容に含めるもの）を除く）       ９０７棟 

 

 エ 耐震対策に対処できていないもの（耐震診断未実施又は耐震診断の結果耐震補強

等の必要があるもの等で耐震補強未実施，対処方針未作成のもの）    ７３棟 
 

耐震基礎診断，耐震専門診断実施中   ７棟 

診断未実施 or 診断×        ６６棟 

内訳  耐震診断未実施    ４３棟  耐震予備診断×    １８棟 

             耐震基礎診断×     ５棟  耐震専門診断×     ０棟  

  

※ なお，イ（対処方針に立入制限の内容を含め，これにより人的安全性が確保されて

いるもの）は，不特定の者が立ち入らない建造物と整理しており，対象外。 

 

 

 ③ ①のうち，耐震対策の対象となる世界遺産又は国宝（６７０棟）の状況 

  Ⅰ 耐震対策が完了しているもの（ア+イ） 
 ４２０棟（６２．７％） 

  Ⅱ 安全性の確保が図られているもの（ア+イ+ウ） 
６６９棟（９９．９％） 

  

＜内訳＞ 

 ア 耐震対策が完了したもの（耐震補強を実施したもののほか，耐震診断により耐

震性が確認されたものを含む）                   ２６３棟 

     耐震予備診断○により完了 １４７棟  耐震基礎診断○により完了  ２６棟 

     耐震専門診断○により完了   ６棟  耐震補強の実施により完了  ８４棟 

  



イ 対処方針（耐震対策が完了するまでに取るべき暫定的な方策を定めたもの）に立

入制限の内容を含め，これにより人的安全性が確保されたもの     １５７棟 

 

 ウ 対処方針に避難誘導等の内容を含め，これにより人的安全性の確保を図ろうとし

ているもの（イ（立入制限を内容に含めるもの）を除く）       ２４９棟 

 

 エ 耐震対策に対処できていないもの（耐震診断未実施又は耐震診断の結果耐震補強

等の必要があるもの等で耐震補強未実施，対処方針未作成のもの）     １棟 

耐震基礎診断，耐震専門診断実施中   ０棟 

診断未実施 or 診断×         １棟 

内訳  耐震診断未実施     ０棟  耐震予備診断×     １棟 

             耐震基礎診断×     ０棟  耐震専門診断×     ０棟  

  

 

④  ③のうち，不特定の者が立ち入る世界遺産又は国宝（３２３棟）の状況 

  Ⅰ 耐震対策が完了しているもの（ア） 
１１９棟（３６．８％） 

  Ⅱ 安全性の確保が図られているもの（ア+ウ） 
３２３棟（１００．０％） 

  
＜内訳＞ 

 ア 耐震対策が完了したもの（耐震補強を実施したもののほか，耐震診断により耐震

性が確認されたものを含む）                    １１９棟 

     耐震予備診断○により完了   ４３棟  耐震基礎診断○により完了  １７棟 

     耐震専門診断○により完了    ３棟  耐震補強の実施により完了  ５６棟 

 

 ウ 対処方針に避難誘導等の内容を含め，これにより人的安全性の確保を図ろうとし

ているもの（イ（立入制限を内容に含めるもの）を除く）       ２０４棟 

 

 エ 耐震対策に対処できていないもの（耐震診断未実施又は耐震診断の結果耐震補強

等の必要があるもの等で，耐震補強未実施，対処方針未作成のもの）    ０棟 

耐震基礎診断，耐震専門診断実施中   ０棟 

診断未実施 or 診断×         ０棟 

内訳  耐震診断未実施     ０棟  耐震予備診断×     ０棟 

             耐震基礎診断×     ０棟  耐震専門診断×     ０棟  

 

 ※ なお，イ（対処方針に立入制限の内容を含め，これにより人的安全性が確保され

ているもの）は，不特定の者が立ち入らない建造物と整理しており，対象外。 

 


